
荒瀬ダム撤去によるダム直下流域の河床変動に関する研究 

 

前橋工科大学  学生会員  ○高峰優誠 

前橋工科大学大学院  学生会員  沼口慎太郎 

前橋工科大学  学生会員   細田千冬 

前橋工科大学   正会員   平川隆一 

 

１. はじめに 

 ダムには，治水・利水といった機能がある一方で，湛水

域における富栄養化や河川環境の分断といった問題があ

る．これらの対策のひとつとしてダム撤去が挙げられる． 

国内初の撤去が行われた荒瀬ダムは、熊本県八代市坂

本町球磨川の河口から 19.91km に位置する．荒瀬ダム撤

去において，流れが生じたことにより，水質や生物の生

息場の改善が見られたと報告されている 1)，2)． 

しかし，土砂移動による河床変動に関しては、アメリ

カをはじめ海外において研究が行われているが 3)，アメ

リカと日本のダムや河川では条件が異なる場合が多く，

日本のダムを撤去した場合の河床への影響は，海外の事

例を適用できるか不明な点が多い．荒瀬ダムは 2014年度

に澪筋側にあたる右岸側の堤体が撤去され，その後 3 度

の 3000 m3/s規模の出水により，大量の土砂移動が確認さ

れた 4)．ダム上流側に堆積していた土砂の多くがダム下

流側に堆積し，砂州が発達するなど撤去前とは大きく異

なる河床形態となり，今後も砂州の成長が考えられる． 

そこで本研究では，河川の土砂管理や環境の変化によ

る地形応答を理解するため，荒瀬ダム右岸側撤去後にお

ける 2015年 6月に生じた大規模出水による河床変動や土

砂流出状況を明らかにする．また，今後さらにダム撤去

の進行や出水によって流況が変化し，河床形態が変化し

ていくと考えられるため，河道の流況予測も行う． 

 

２. 研究方法 

 解析対象区間は図 1に示す球磨川の河口から 19.0km～

21.16kmとし，非定常二次元解析を行った．地形データは

各距離標の横断測量データを用いて作成する．2015 年 6

月に生じた大規模出水後の同年 8 月のダム下流における

実測河床横断データを基に，解析結果の妥当性を検証し

た．解析は次の流砂の連続式を用いた． 
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ここで，𝐶𝑚は交換層の土砂濃度，𝐸𝑚は交換層の厚さ，𝑡は
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定には渡邊の式 5)を用いた． 
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のなす角度𝛾は河床勾配による流砂の補正係数である． 

本研究では，ダムの撤去状態，上流端に与える流入条

件(ピーク流量，出水回数)，土砂供給量を変えるため，表

1に示すようにそれぞれを組み合わせた 12ケースで解析

を行う． 
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図 1 解析対象領域 
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３. 結果及び考察 

 図 2 には実測で得られた河床高のコンター図を示す．

ダム直下流と 19.6km右岸側から 19.2kmにかけて河床が

高くなっており，澪筋が右岸側から左岸側に変移し，流

速が低下したためと考えられる．また，19.91kmと 19.3km

付近の左岸側から 19.0km左岸側にかけて，湾曲部の外岸

にあたるため，河床が低くなっている． 

 図 3 には case1 の河床高のコンター図を示す．解析で

は実測と類似した河床形状が得られた．詳細に見ると，

澪筋に当たる 19.8km 付近において河床の低い所で連続

的でない分布となった．ピーク流量時では澪筋の蛇行が

大きく，川幅中央部に向かって大きく洗掘されたためと

考えられる． 

図 4には case7の流況予測の河床高を示す．case1の河

床高と比べ，同様の河床形状となった．しかし，19.8km

や 19.6kmから 19.4kmの区間で，横断方向に低い部分が

分布する河床形状となった．ダムによる川幅の縮小がな

く，高流速部の右岸側への集中が緩和されたためと考え

られる． 

図 5 には case7 の流況予測の河床変動量を示す．

19.91km，19.0kmは湾曲部にあたり，それぞれ内岸側では

堆積が，外岸側では洗掘が見られた．また，19.4kmから

19.6km の区間では、澪筋にあたるため洗掘が見られた． 

 

４. まとめ 

 本研究では荒瀬ダム撤去にともなう河床変動に関する

平面二次元解析を行い，以下のことが分かった． 

(1)case1 の条件において実測の河床高をおおむね再現で

き，解析結果の妥当性を検証した． 

 

(2)case7 の条件では，19.6km 付近で河床高が低下し，ダ

ム建設前の河床形状に近づくことが期待された． 
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土砂供給量

ピーク流量
（ｍ³/ｓ）

取水回数
（回）

QB in：流入土砂量

QB out:流出土砂量

case1 右岸撤去 約3000 3 QB in＝QB out

case2 右岸撤去 約3000 3 QB in＞QB out

case3 右岸撤去 約3000 3 QB in＜QB out

case4 右岸撤去 約60 0(平水） QB in＝QB out

case5 右岸撤去 約60 0(平水） QB in＞QB out

case6 右岸撤去 約60 0(平水） QB in＜QB out

case7 完全撤去 約3000 3 QB in＝QB out

case8 完全撤去 約3000 3 QB in＞QB out

case9 完全撤去 約3000 3 QB in＜QB out

case10 完全撤去 約60 0(平水） QB in＝QB out

case11 完全撤去 約60 0(平水） QB in＞QB out

case12 完全撤去 約60 0(平水） QB in＜QB out

ケース 撤去状態

流入条件

表 1 解析ケース 

図 3 河床高の 
解析結果 

図 2 河床高の 
実測結果 

図 5 河床変動量 
の予測結果 

図 4 河床高の 
予測結果 

Ⅱ-24 第45回土木学会関東支部技術研究発表会


